
１　地域における農業の将来の在り方

（１）　地域計画の区域の状況

ｈａ

ｈａ

ｈａ

ｈａ

④　区域内において、規模縮小などの意向のある農地面積の合計 ｈａ

⑤　区域内において、今後農業を担う者が引き受ける意向のある農地面積の合計 ｈａ

（参考）区域内における○才以上の農業者の農地面積の合計 ｈａ

　うち後継者不在の農業者の農地面積の合計 ｈａ

（２）　地域農業の現状及び課題

（３）　地域における農業の将来の在り方（作物の生産や栽培方法については、必須記載事項）

２　農業の将来の在り方に向けた農用地の効率的かつ総合的な利用に関する目標

％現状の集積率 20.3 ％ 将来の目標とする集積率 20.3

（３）農用地の集団化（集約化）に関する目標

　頂上部の農地は耕作者が数人いるが、１枚あたりの面積が小さいため作業効率が悪い。また、認定農業者以外
の耕作者は農業用水の安定的な確保ができていないため天候の影響を受けやすく、湯島大根をはじめとする農
作物の安定した生産が難しい状況。一方で認定農業者においては自身で農業用ため池を造成し、チューブを繋ぎ
各圃場に農業用水を供給している。農業用ため池には河川等からの流水はなく雨水を貯水しているだけであるた
め、認定農業者が耕作している圃場以外で農業用水を供給するだけの余裕はない。
　中腹部においては、幅員が狭いため車での乗り入れができない。資材の運搬はバイク、三輪車、トップカーに限
られているため、運搬できる物、量に限りがある。

【主な作物】花き（カスミソウ）、大根、サツマイモ、葉物野菜（家庭菜園）

　農作物の安定生産には農業用水の確保が肝心であるが、島の西端（日の出荘から湯島灯台に至る途中の場
所、昔鶏舎があった場所）に真水が流れており、何も利用されず海へ流出している。こちらの水を農業用水として
利用（頂上部へポンプアップし、各圃場へ供給）できれば農作物の安定生産が可能となってくる。
　また、離島であるため船での輸送が必要となるが、輸送の負担軽減（船への積込み）のため、カスミソウ等の重
量の軽い農作物の拡大を検討する必要がある。また、重量物の船への積み下ろしを補助するリフト等の整備も今
後必要となってくる。

（１）農用地の効率的かつ総合的な利用に関する方針

　農地バンクへの貸付けを進めつつ、担い手（認定農業者、集落営農法人）などへの農地の集積・集約化を基本と
しつつ、担い手の農作業に支障がない範囲で農業を担う者により農地利用を進める。

（２）担い手（効率的かつ安定的な経営を営む者）に対する農用地の集積に関する目標

（備考）

注１：①については、農業振興地域担当部局と調整の上、記載してください。
　 ２：②及び③については、農業委員会の農地台帳の面積（現況地目）に基づき記載してください。
 　３：④については、規模縮小又は離農の意向のある農地面積を記載してください。
　 ４：⑤については、区域内に特定することができない場合には、引き受ける意向のあるすべての農地面積を記載の上、
　  備考欄にその旨記載してください。
 　５：（参考）の区域内における○才以上の農業者の農地面積等については、できる限り記載するように努めてください。
 　６：「区域内の農用地等面積」に遊休農地が含まれている場合には、備考欄にその面積を記載してください。

注：「地域名」欄には、協議の場が設けられた区域を記載し、農林業センサスの農業集落名を記載してください。

区域内の農用地等面積（農業上の利用が行われる農用地等の区域） 8.36

①　農業振興地域のうち農用地区域内の農地面積 8.24

②　田の面積 0.00

③　畑の面積（果樹、茶等を含む） 8.33

目標年度 令和１６年度

市町村名
(市町村コード)

上天草市

43212

地域名
（地域内農業集落名）

湯島地区

（頂上部、中腹部）

参考様式第５－２号

地域計画

策定年月日 令和7年3月27日

更新年月日
令和8年3月26日

（第1回）










